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図 4　A大学をモデルとしたキャリア形成体系図
　A大学ではカリキュラムの全体像の中にキャリア教
育（＝“キャリア形成”）が図のような形で位置づけら
れる．キャリア教育，教養教育，専門教育は科目として
独立している．一方，大学として取り組む学生のキャリ
ア形成は４年間の大学教育において一貫性を保たなけれ
ばならない．
　そこでA大学では先にも述べた学生の進路が福祉分
野に限らず一般企業にまで志望が広がっている．社会福
祉施設等の福祉分野と一般企業では就職活動の時期や採
用試験などの体系が異なる．一般企業の就職活動は早い
ものだと３回生の 12 月には本格的に開始となる．それ
に比べ社会福祉施設等の就職活動は４回生の前期，遅い
場合は後期に開始する状況である．また，社会福祉施設
等の採用試験は一般常識の試験もある中で，職業特性か
ら面接や実地など対人面での評価が重要とされていま
す．この学生の傾向に対応するならば，最も早くに就職
活動が始まる３回生の 12 月に焦点を当てた取り組みを
考えなければならない．
おわりに
　本論文が取り上げているキャリア形成は就職対策だけ
ではない．卒業後までを視野に入れた「人としての成長
（中教審のいう「社会的自立」）」を含む．このことは福
祉系大学においても例外ではない．つまり，キャリア教
育や教養科目，専門科目はキャリア形成を構成する一つ
の要素として考えるべきである．
　そもそも福祉系大学のキャリア形成は就職に向けた取
り組みをはじめ，人としての成長を目的とした教育，専
門職養成などさまざまな性格を有している．これらはそ
れぞれが独立したものではない．全体を通して大学卒業
後あるいは就職後のキャリア形成を目的として連携した
取り組みとしなければならない．
　以上のことを踏まえ，A大学では入学直後からキャ
リア形成に取り組んでいる．それは２年間のカリキュラ
ムではあるものの，まだ未発展の段階にある．A大学
では“キャリア形成”は２年間で終える．しかし，これ
で大学におけるキャリア形成が終わるのではなく，ここ
までが基礎の位置づけとなる．特に１回生前期で大学教
育がどのようなものか，資格取得との関係などを説明す
ることで大学生活を円滑に開始することができる．それ
は３回生以降の就職活動で余裕を持って考えることにつ
ながるのではないだろうか．
　大学生活が単位取得に追われている状況ではキャリア
が指す「人としての成長（社会的自立）」が難しくなる．
このことについては継続した学生との関わりの中からモ
ニタリングが必要である．
注
１　本論文において用いる福祉系大学とは，社会福祉士養成校
として指定を受けている大学のことである．
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